sunpot 


サンボット石油床暖房機 

(密閉式石油ストープ） 

取扱説明書 


型名 



UFH-703SX 



• このたびはサンポット石油床暖房機をお買い制:/いただきまして、まことにありがとうございました。 
•この機器は、消費生活用製品安全法の『特定保守製品』に指定されています。 

ご使用の前に、『所有ち票』（製品に添付）を返送していたださ、所有ち登録を行ってください。 

• お使いになる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ス I -ーブを家族全員で正しくご使用くだ 
さい。 

なお、この取扱説明書は、保証書•工事説明書と共に必ず保存してください。 

お客さまご自身による工事はを険です。据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼くださし、。 
(ストーブを移設させる場合を同じです。） 

•取扱説明書の巻末には保話書が付いていまず。 

保話書はよりよい製品作りやアフターサービスの向上に役立たせていただきまずので、お手 
数でずが所定事頂のご記入をご確認のラえ、必ず保証書（販売店様控）をお買いあげの販売 
店にお渡しください。 


ご使用前に^準備 



点検•その他 



困911ポ！ Jh な^式含れ 

















































































を<じ 


特にま意していたださたいこと……2〜8 

使用する場所 . 9 

各部のなまえ . 10〜13 

• 外観図 .10-11 

•表示部 . 12 

•操作部 . 13 

使巧前の準備 . 14〜16 

•燃料 . 14 

•給油 . 14 

• 点火前の準備と確認 . 1已〜1己 

使用ち法 . 17〜33 

•点火 . 17〜18 

•义力調節 .19-20 

•床暖房運転 .20-21 

•消义 . 22 

•使用上のま意 . 23〜24 

•時刻合せ . 吕已 

•タイマー運転 . 吕己〜吕8 

• e C 0( エコ) 運輯 . 2 日〜 30 

•クイック微ル運転 . 31 

•チャイルド□ック . 32 

•おしえて機能 . 33 

安全装胃 . 34 

その他の装置 . 35 

日常の点検■手入れ . 3己〜38 

定期点検 . 39 

故障-異常の見分けちと処置ち法 ■ ■-40-44 

部品交換のしかた . 45 

保管 . 45 

仕様 . 46 

アフターサービス . 47 

据付け•移設 . 48〜已4 

保証書 . 巻末 



タイマー運転 (2 已ぺ ージ） 
お目覚めの時刻に、また来客時など 
あ5かじめお部屋を暖めておさたい 
ときにご使用ください。 


e C 0 (エコ)運転 (29 ぺージ） 

【モード1】 

春先やが□など微か燃焼を続けてい 
てち部屋の温度があがりずざてしま 
うときご使用ください。 
(タイマーとの組み合せでお好みの時 
刻に,な义ずることびでさまず。） 

【モ-ド2】 

モード1よりも設定室ミ品を低く設定し 
たいとさにご使用ください。 
(タイマーとの組み合せでお好みの時 
刻に設定室温を高くずることびでさ 
まず。） 


クイック微ル運転 (3 1 ぺ ージ） 
微か燃焼がボタンを1回押ずだけで設 
定できまず。 


暖房切替え自在 (20 ぺージ） 

ス I -ーブ運転—巧暖運転の切替え 
がワンタツチ操作で行えまず。 


給水サイン (37 ぺ-ジ） 

万一蒸発などで不ま液が減少してち 
お知らせ音とランプの点滅により、 
給水時期をお知5せしまず。 



上手に使って 
もっと便利に! 


ご陡用前に 


準備 



点検•その他 


















































I 特にま意していただをたいこと 

安全のために必ずお守り < ださい 

この取扱説明書には本機をを全に正しくお使いいただくために、守っていただをたい事項が 
表示されています。 

表示内容をよくご理解いただを、本文をお読みください。 


♦ここに示した事項は警告、么注意に区分していまず。 

A 警告 

この表示を無見して、誤った取扱いをずると、人び死じ重傷を負う 
可能性、または火災の巧自到まび想定される内容をちしています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷害を負ラ 
可能性や物的損害の発生び想定される内容ををしています。 


♦イラスト（まんび）の横にあるマークは巧のよラに表していまず。 

0 ® ® 7 づ禁止 

运 マ-。 指示 

A \ 瓜 マ-ク 注意 


ご使用前に 
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I 特にま意していただをたいことっづき 


么警告 ( WARNING ) 

ガソリン厳禁 〇 

■ガソ U ンなど揮難の高い油は、絶対に使 ( Mf ) 

用しなし、でくださし、 打；ホ 

火災の原因になりまず。 ガソリン厳禁 、 

X 

を 



給排気筒(管、ホース）外れを険 

•給排気筒(管、ホース)び外れたまま使用し 
ないで < ださい。 

かれていると運輯中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 

給排気筒トップ閉そく危険 

給排気筒トップの周りび雪でふさがれたま 
まで使用しないでください。ふさがれてい 
るとさは、除雪して<ださい。 

閑そくしていると運転中に排ガスび室内に 
漏れて、危険です。 


9 

を 







〕 


お 



巧類の乾燥厳禁 

• 巧類などの乾燥には使用しないでください。 
巧類び落下して火びつさ、火災の原因にな 
ります。 


禁止 




温風吹出□をふさがない 

•巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□を 
ふさびないで < ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、火災の原因にな 
ります。 


0 

禁止 



低温やけどに注意 

•長時間励■の同じ場所に触れないでください。 
比較的ほい温度 （40 〜己〇で）でちほ温や 
けどや脱水症状の原因になります。 


A 


ク 


ま意 


/爲 




スプレー宙厳禁 

• スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなど 
を、温風のあたるところや、ス I ブの上 
や前に（周囲に）放置しないでください。 
熱で宙の圧力び上びり、爆発して危険でず。 


0 

禁止 


二 


ご巧' 
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安全のために必ずお守りください 


么警告 ( WARNING ) 


定期点検の実施 

■定期的 （2 年に1回程度）に点検•整備を 
受けて < ださい。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故 
障や事故の原因になり危険でず。 

点検-整備はお買い求めの販売店や資格者 
のいる店に依頼してください。 


〇 


指示 



ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼< 
ださい。 

(ス I ブを移設させる場合も同じでず。） 


0 


禁止 





A 注意 ( CAUTION ) 


カーテン、寝具など可燃物近接禁止 

■力ーテン-巧団や毛ななど燃えやすいちのを 
ス I — ブや排気管に近づけないで<ださい。 

火災び発生するおそれびあります。 

可燃物との離隔距離は次項の「可燃物との 
距離を離す」の項目を参照してください。 


0 


禁止 



可燃物との距離を離す 

• 火災び発生するおそれびあります。 

可燃物とは図に示す寸法 ULh 離してご使用 
<ださい。 

詳細は標準据付け例 （48 〜49ページ）を 
参照して < ださい。 



給油時消义 

■火災のおそれびありますので、給油は、お 
ず消义し、火の気のないところで行ってく 
ださい。 


〇 

指示 


麻をが^ 



( 


1 , 

打ミを 

7/ IT 


ご使用前に 
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I 特にま意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 


油漏れ確認 

■油タンク-ゴム製送油管-接続部-送油バ 
ルブおよびス I -ーブなどか5灯油漏れびな 
いことを確認の上ご使用ください。 

巧油び漏れていると义災のおそれびあります。 


〇 

指お 



異常-故障時使用禁止 

油漏れやにおい、すすの発生、炎の色など 
異常や故障と思われるとさは使用しないで 
<ださい。 

事故の原因にな0ます。 


0 

禁止 



不良な油使用禁止 

•変質灯油（持ち越した灯油など)、不純打油 
(灯油 LU かの油•水 • ごみび混入した灯油等) 
などの不良巧油を使用しないで< ださい。 
異常燃焼のおそれびありまず。 


0 

禁止 



温風に直接あた5ない 

■温風に直接長時間あた5ないでください。 
低温やけどや脱水症状になるおそれびあり 
ます。 



高温部(やけど)にを意 

燃焼中や消火直後は、高温部（前面ガード 
など)、排気筒(給排気筒トップ）に手など 
ふれないで < ださい。 

やけどのおそれびあ0ます。 



指や異物を入れない 

• ガード内や空気取入□などに指や異物を入 
れないで < ださい。 

けびや火災のおそれびあります。 


0 

禁止 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


腰をかけたり物をのせない 

•ス I — ブの上にのったり、腰をかけたりしな 
いで < ださい。 

ストーブの故障ややけどのおそれびあります。 
■ストーブの上になびんや水を入れたちのなど 
を置かないで < ださい。 

水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 


0 

禁止 




やかんのせ禁止 

• やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、 
やけどのおそれびあ0まず。 

カーぺットのはがれにま意 

■カーペットびずれたり、めくれたまま使用 
しないでください。 

床パネルに直接触れると、やけどのおそれ 
びあ0ます。 


每 

A 



ミち意 



循環液(不凍液、補巧液)の保管に注意 

■循環液(不凍液、補巧液)は幼巧の手の届か 
ない巧に保管してください。 

万一、飲んだ場合にはずぐに p ± かせて、医 
師の診断を受けて < ださい。 


A 


ま意 



分解修理の禁止 

■故障、破損した5、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 


禁止 


りけ 


ぶ 


瓜 


改造使用の禁止 

■改造して使用しないでください。また、ス 
I 'ーブゃ排気筒には床暖房用の熱交換器な 
どを取り付けないでください。 

火災ゃ排ガスび室内に漏れる原因となり危 
険です。 


0 

禁止 



を 


ご使用前に 
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I 特にま意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

• 給排気筒トッフの近くに、灯油や可燃物な 
ど引火のおそれのあるちのを置かないで< 
ださい。 

火災のおそれびあ0ます。 



特殊な場所での使用禁止 

■ス I — ブは居室の暖房用としてつく 5れたち 
のですので、乾燥室、温室、飼育室などでは絶 
対に使用しないでください。また、クリーニン 
グ店、美容院など化ぎ薬品を使用する場所で 
は使用しないでください。 

化ぎ薬品などの影響により異常燃焼や故障の 
原因になります。 



高地ま意 

• 標高400 m 未満でご使用ください。 

標高400 m 〜1吕〇 Om で使用する場合は調 
整び必要でず。 

(詳しくは、工事説明書の 區長給排気方式- 
高地使用時の工事方法 I を参照してください。 ) 
そのまま使用しまずと、空気不足となり、異 
常燃焼の原因になります。 

• 標高1200 mULh では使用できません。 



電源コードを傷めない 

•電源コードに無巧な力を加えたり、物をの 
せたりしないでください。また、電源プラ 
グを巧くとさは、コードを持って引さ抜か 
ないで < ださい。 

义災ゃ感電の原因になります。 


0 

禁止 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


電源プラグは確実に差し込む 

•電源プラグはコンセントに根元まで確実に 
差し込んでください。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセント 
は使用しないでください。） 

火災の原因になります。 

• めれた手での巧を差しはしないでください。 
感電の原因になります。 


〇 

指示 



長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

•長期間使用しないとさは、電源プラグを巧 
いて < ださい。 

火災や予想しない事故の原因になります。 


處 


電源プラグのお手入れをする 

■ときどきは電源プラグを巧き、ほこり（及 
び金属物）を除ましてください。 

(ほこりがたまると湿気などで絶縁不良にな 
り）义災の原因になります。 


電源プラグを抜< 


〇 


指示 



お願い （ NOTICE ) 


な油の廃棄 

• I 灯油の廃棄処分は、打油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


ご使用前に 
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■使用ずる場巧 

ス I ブをま全に使用ずるためには、場所の選定が大切です。 

場所の還定は r 据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。 （48 〜49ページ参照) 

■効果 的に使用するために 

• 冷たいが気に接する窓ぎわや壁側に据付けると、冷気が暖められて対流しますので効果的です。 
■ス I ブの前方に障害物びあると、部屋の温度にむ5がでさる原因になります。 

巧の場所では使用しないでください。火災や予想しない事故の原因になります。 


■水平でない場所、不を定な場所 

• 不安定な物をのせた棚などの下 

• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

• 付おに燃えやすいちのがある場所 

• 階段、避難□などの付近で避難の支障となる場所 

•温室、飼育室など人のいない場所 

* 標高1吕 OOm じ(上の高地 
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【正面が観図】 



前面ガード 


表示部.操作部 


リセットボタン 
置台 
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^^る部のなまスつづき 


【背面が観図】 
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■表示部(液晶表示部) 


■運転スイッチを「入」にずると表示部に白色のバックライトび点灯します。 


時計合せ表 TF 


表示-•液晶表示部が現在時刻 
の設定を表示中 


_水通おの_ 

表示•’ ’液晶表示部が水温の設 
定を表示中 


午前*午後表の 

午前 • 午後の表示 


今日表示 

表示•’液晶表示部び今日のな 
油使用量を表示中 


時刻表示部 


• 初期表示 I の点滅(運転スイッチ「切」の場合） 

-電源プラグをコンセントに差し込んだとき 
•停電後、再通電したとさ 
-時刻設定していないとを 
• 運転スイッチ「入」 r 切」…時計表示 
• r 時計合せ」「タイマー合せ」表示，’’設定時刻を表示 
•おしえてボタンを巧したとさ…使用日数を表示 
•何を表示しないとさ 
-停電中 
-省電力表示中 


水短お計合を 

午前り〕 •か0 
午をり J . UU 日 

おタイマ-をせ使が 


手動表の_ 

表示…手動運転中 


IB 8：138 


eco (エコ） 運転表示 


[?,] 表示… eco 運転中(モード 1) 
r | j 表示… eco 運転中(モード 2) 


2 


温度表の部 


•運転スイッチ「入」 

-自動運転…設定温度、現在温度を表示 
-手動運転…义力を 「 Lojf 1」… f 9」 rHi 」 で表示 
現在温度表示 

-床暖房運転…設定水温、現在水温を表示 
•運転スイッチ r 切」…表示なし（温度表示部） 

•チェックモード表示 
•おしえてボタンを巧したとを 
…な油使用量を表示 
•何ち表示しないとさ 
• 停電中 
-省電力表示中 


- 日[! 


チャイルド□ック表示 

表示…チャイルド□ック「入」 

日-使用表示 

表示•’ ’液晶表示部が I 灯油使用 
量と使用日数を表示中 


"」表示 


表示-’液晶表示部がな油使用 
量を表示中 


タイマー合せ表示 


表示•’ ’液晶表示部がタイマー 
時刻の設定を表示中 


ご使用前に 
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觀えて 

蠢 




班 


皆^4 


•設定切換 


f ® 


タイマ_ 



タイマーボタン 

タイマー運転のセツト及び解除 


_おしえてボタン 

使用なミ由量と使用日数 
の表示及びリセット 


設定切換ボタン 

• r 時計合せ」表示 • ••時刻合せ 
• 「タイマー合せ」表示 • • •タイマー時刻合せ 


タイマーランプ (緑） 

点1灯 • ’’タイ マー 運転予約中 
eco 運転 (モード 1) 運 
転切督予約中 

( eco 運転(モード 2) 運転時) 


温度.時刻設定ボタン 

• 室温を1でづつ設定(自動運転) 
•火力を設定(手動運転） 

• 水温を1でづつ設定(巧暖運転) 
* 時刻設定 

(現在時刻、タイマー時刻） 



る部のなまス 

■操作部 


つづさ 



•操作ボタンを巧すと受付音 ( r ピッ」音)を発して、受け付けたことをお知5せします。 

•操作できないボタンを巧すと r ピピッ」音を発して、受け付けないことを一定時間お知5せします。 

•パックライトが消なしているとさに操作ボタンを巧すと、バックライトが一定時間点なします。 

[ eco (エコ）ランプ備•ホ） 


運転ランプ(ホ） 

• 「緑」点な… eco 運転中(モード 1) 


•点な…運転中 

• 「就点り… eco 運転中(モード吕） 


•点ミ威…チェックモードを表示して消乂したとき 

• r 緑」 r ホ」点滅… eco 運転中に室温が設定室温 


eco 運転中に自動消火したとき 

になつた場合(消火中ち点減） 


タイマー運車占をセットしたとき(運転時） 
(共にストーブが冷えると点丹に変わる） 


eco (エコ）ボタン 

eco 運転の開始及び 
解除(自動運転時） 


微ルランプ(ホ ） H 
点丹…微小ボタンによ 
る微小運転中 



微ルボタン 


微小運転の開始及び 
解除 


フ火温時計合せ手動 

午前り〕.〇〇も 
午後り J •しり•旧 

曰 タイマ-合せ 使用 


今 


!呂呂;日新 


設定で現在で 


運転スイッチ 


運転の開始及び消义 


翻 

床温調節•時 
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ほ用前の準備 


■燃料 

•燃料は必ず灯油 ( J 旧1号巧油)を使用して < だ 
さい。 

•不良巧油（変質'灯油、不純灯油）は絶対に使 
用しないでください。 

不良打油（変質灯油、不純な油）を使用する 
と機器の故障の原因になります。 


■給油 

給油はストーブを消火してか5行ってください。 

1油タンクの送油バルブを閉める 

2 油タンクの給油□ふたを外し、 

給油する ， 

■油量計の表示び r 満」の印しソ上には絶対 ^ 
に入れないでください。 備 



〇給油□ふたを確実に開める 
A こぼれた'打油はよ < ふさとる 



■油タンクは空にしないでください。 

「空」まで燃焼させると油切れ検知装置び作 
動し燃焼び停止しますび、油切れ検知装置 
の故障などの場合は、一時的に大をく赤い 
炎び出て、消火し運聞び停止します。 

また、油タンクび空になってか5給油しま 
すと、送油経路内に空気び入り正常に送油 
でさな < なることびあります。 

•給油するとさは、ごみなどび入5ないよラ 
ま意して < ださい。 

燃焼不良の原因になります。 
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■巧用前の準備っづき 


■点义前の準備と確認 

1定油面器安全装置のセット 


■初めて使用ずるとさやシーズン初めには、 
リセットボタンを巧してください。 

据付けや、ス I -ーブに強い振動をあたえた 
とさ、定油面器の安全装置び作動して、油 
を流しません。 

点火操作後、油タンクに灯油び入っていて 
も 『 E 03』『 E 0 已』 『 OIL 』 のチェックモード 
表示び出たとさは、リセットボタンを押し 
て、安全装置を解除してください。 


2 


油漏れの確認 

■ゴム製送油管やス I ブの置台に油漏れ 
びないか確認して < ださい。 

万一、油漏れしている場合は送油バルブ 
を閉め、必ずお買い求めの販売店又は最 
寄りのサンポットち店-営業所へご連絡 
<ださい。 


0 

禁止 



リセットボタンを軽く押し、 
すぐ指を離す 




■ U セツトボタンは燃焼中、むやみにさわ5な 
いで < ださい。 

油漏れや赤乂など異常燃焼の原因になります。 



水漏れの確認 

• 温水配管接続部か57が漏れびないか確認 
して < ださい。 

万一、水漏れしている場合は温水バルブ 
を閉め、必ずお買い求めの販売店又は最 
寄りのサンポットま店-営業所へご連絡 
<ださい。 



4 


ス I ブ周囲の確認 


* ス I ブの周囲及び給排気筒トツプの周 
囲に弓 I 火物や可燃物びないか確認してく 
ださい。 

火災や予想しない事故び発生するおそれ 
びあ0ます。 
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給気ホース-排気管の接続の確認 
■給気ホース-排気管び正しく接続されて 
いるか確認してください。 

がれていると運輯中に排ガスび室内に漏 
れて、大変危険です。 



電源プラグの接続 

• 電源プラグは1 oov の専用コンセントに 
差し込んであるか確認してください。 
また、電源コードび排気筒にきさつけ 
たり、排気筒などの高温部に触れない 
よラに注意してください。 



7 循環水の水位確認 

ス I 'ーブ左下部の給水扉のぞさ窓か5循 
環水の水位を確認して < ださい。 

綿給方法37〜38ぺージ参照） 
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使用方法 


省電力表示について 

運転スイッチび r 切」でス I ブび停止中、ボタンを押さない状態び2分]; Lb 続くと省電力表ちとなり、 
表示部の表示び全て消えまず。この状態か5操作する場合は、運転スイッチを除くいずれかのボタン 
を一度巧して表ち部を表示させた後、を操作を行ってください。 


■点乂 

1油タンクの送油バルブを開く 



2 運転スイッチを押して、 r 入」にする 

•運転ランプと表示部のバックライトび点灯し、温度び表 
示され、約100秒予熱後着火します。 


•着火後、約1分間予備燃焼を行い、本燃焼へ移行します。 
本燃焼へ移行して約1分後に対流用ファンび回ります。 


塞島 



■炎の状態 

1. 大燃焼時の炎の状態 

•燃焼中ホい横線び見えまずび点火プラグとフレームセンサーびホ熱しているためで異常ではあ 
りません。 

• 点义後しば5く黄色みびかつた炎やピンク色の炎び混じることびあります。空気中のほこりな 
どによるものです。また燃焼中瞬間的に赤い炎び出ることびありまずび、油配管中の空気によ 
るちので異常ではあ0ません。 

2. 微ル燃焼時の炎の状態 

微ル燃焼時は条件により変化します。 

■空気量の割合びをめの場合、バーナーび一部ホ熱するため赤紫色の炎になります。耐熱材料を 
使用しているため、性能-品質に異常はありません。 

• 空気量の割合び少なめの場合、青い炎となります。 

詳しくは別紙 r 炎の状態について」をご覧ください。 
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• 始めてのご使用時や油切れを起こした後は、 

• 『0 I L 』 のチェックモードび表示されることびありまず。 

已〜己分待ってか5運聞スイッチを入れてください。 

•点火の際、一時的に大をく赤い炎び出ますび、送油経路内の空気び抜けるためで異常ではあり 
ません。 

■始めてのご使用時や油切れを起こした後の点火の際など1回で点火しない場合びあります。この 
場合は自動的に点火を3回繰り返します。それでも点火しない場合は 『 E -03』 のチェックモードび 
表示されます。 

運転スイッチをいったん r 切」にし、送油経路内の空気抜きを行ってください。（已4ページ参照） 
•点火時に r ジー」といラ音び出ますび、点火のスパークの音で異常ではありません。 

• 運転スイッチを「入」にし、液晶表示部に 『 E - 19』のチェックモードび表示された場合は、排気管の 
接続び不十分であったり、排気管抜け検知 U - ド線び正しく接続されていないためです。 

運転スイッチをいったん「切」にし、ス I ブび停止したのち点検し、確実に接続してか5、運転 
スイッチを r 入」にして < ださい。 


使 

用 

方 

法 
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温度•時刻設定ボタンの『あげる八』を押 
して、「手動」表示を表示させ、お好みの义 
力を設定する。 

• 設定温度表示部び温度の数字 • • • 巧1」「32」か5 
「1_〇」 rp 1」 rP 2」 …という火力表示になります。 

• 义力は「1_〇」び微ル、 「 pi 」〜 rp 4」 びル、 
rp 引〜 rp 日」び中、 「 HU び大というめやすです。 

• ボタンを1回押すと設定义力び点滅表示し、その後表示び変化します。 
•火力は一度セツ ト すれば記憶され、停電の場合でち解除されません。 
•已秒間操作びないと表示されている火力でセツ ト されます。（点滅表示 
か5点灯に変わります。） 


P 弓 


設定た現在た 



■使用方法 っづき 


出荷時の設定について 

出荷時ス I ブは自動運転のに0」でに設定してありまず。 

■乂力調節 

自動運転 

•設定した温度になるよラに、义力を自動的に調節しまず。 


1 温度•時刻設定ボタンの『さげる V 』 を押 
して、「手動」表示を消なさせ、お好みの室 
温を設定する。 

• 設定温度表示部び火力表示…で2」 rp 1」「1_〇」か 
5「32」「31」…という温度の数字になります。 

• 『あげる八』又は『さげる V 』ボタンを巧すと rc づ 
つ変化します。 

•室温の設定節囲は「12〜32」ででず。 

■ボタンを1回押ずと設定室温び点滅表おし、その後表おび変化します。 

•現在温度は ri 〜3己」での範囲で表示されます。 

ただし、現在温度び1で未満で「1_〇」、36でを超えると 「 Hi 」 の文字表示となります。 

•設定室温の数字は室温のめやすです。設置条件によってはお、ずしち室温と一致しません。 
•設定室温は一度セッ ト すれば記憶され、停電の場合でち解除されません。 

•已秒間操作びないと表示されている室温でセッ ト されます。（点滅表示か5点灯に変わります。） 

比較的暖かい時期や部屋び狭い場合など設定室温より室温び上びりすざるとさには、エコ運転 
をご使用ください。燃焼•消火を繰り返し、室温を調節しまず。 （28 〜29ページ参照） 


■ I キ動 jifcl •設定した火力で運転を続けます。室温による义力調節はしません。 



毒げる/^ 

wC 

室 

:曰 

/皿 

調 

?••!?[! 


批る yj 

巨 |J 

み 

設定た現在た 



室温調節.分 
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お願い 



温度•時刻設定ボタンの『八』『 V 』を押して、 

お好みの水温を設定する 

• 水温設定中は「水温」表示び表示しまず。 

*『 A 』 刃ホ『 V 』ボタンを巧すと液晶表示部び設定 
水温表示に切換り、設定温度表示部に設定水温、 

現在温度表示部に現在水温び表示されます。 

•ボタンを1回押すと設定水温び点滅表示し、その後水温び1でずつ変 

ィヒしまず。 し•し•し!し • 

•水温の設定範囲は「40〜己0」でです。 —1—1 1—1 

6現在水温は「3已〜6已」での範囲で表示されます。ただし、現在水温び======= 

3已で未満で「1_〇」、6已でを超えると 「 Hi 」 の文字表示となります。 日又疋し坑巧し 

•水温調節は循場水の温度を調節するもので、数字は水温のめやすです。- 

床面温度を調節するちのではありません。 

•床表面温度は力一ぺツトなどの種類によって、循環水の温度より1〇〜2□で低くなりまず。 
•設定水温は一度セツトすれば記憶され、停電の場合でち解除されません。 

• 已秒間操作びないと r 水温」表示び消灯し、現在時刻び表示され温度または义力表示に切換りまず。 



■床温調節は部屋の温度調節ではありません。床温を上げすざないよラに注意してください。 
• 凍結防止及び腐食防止のためにサンポット純正の不凍液をご使用ください。 


巧し!5 

設定で現在で 



■ス I ブの据付けや給排気筒の設置条件により、炎び微炒な変化をしまず。 

青い炎の中にを少の黄色い炎び混じってち異常ではありません。 

■ス I ブの前面には温風をさまたげる障害物を置かないでください。 

障害物びあると温風び回り込み室温調節び正しく働かない場合びありまず。 

■燃焼中 r カチカチ」音びすることびありまずび、電磁ポンプの運輯音で異常ではありません。 
•燃焼中に再点义動作ずることびありますび、安全装置び働いた場合や瞬間的な停電によるちので 
異常ではあ0ません。 

•設定室温や火力を大さく切り曾えると巧流用ファンの音び大をくなることびありまずび、ス I -一 
ブの特性上のちのですので異常ではありません。 

• 室温調節が正しく働かないとさは、室温ヴー5スタ(ルームセンサー)を適当な場所に移動してください。 
•室温ヴー5スタ(ルームセンサー)は直接ス I -ーブに取り付けないで<ださい。室温調節び正し< 
働かないだけでな <eco 運転の場合、室温より高い温度で感知し、点义•消义を頻繁に繰り返し 
て故障の原因になります。 


■床暖房運転(床暖房併用運転) 

■ス I ブの廃熱を利用して、巧暖房運転しまず。 


巧暖ボタンを押す 

•床暖ランプび点灯します。 



使 

用 

方 

法 


貸 

床温調節.時 
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■使用方法 っづき 


■床暖房停止 

1 巧暖房ボタンを再度押す 

■床暖ランプび消なしまず。 


爾1 



■床/くネルの枚数びをい場合、設定床温まで上び5ないことびありまず。 


■自動運転の場合、室温を優先して火力を制御しますので、設定水温まで上び5なかったり、設定 
7j< 温より高くなることびあります。 

■点火•消火•床暖房運転のとを、キシ5音びずることびありますび、金属の膨張•収縮音で異常 
ではありません。 

• 床暖房運転にした場合や床暖房運転せずに大燃焼を継続した場合、一時的に r ゴボッ」といラ循環 
水中の蒸気び抜ける音びしますび、異常ではありません。 

• じ(下の場合は沸騰音びすることびありますび、一時的なちので異常ではありません。 

-負荷(床パネルの枚数、か気温など)びルさいのに油量(义力)びをいと去、または水温設定び高 
いとさ。 

-室温び-1 crcLu 下に冷え込んだとき。 

(ス I -ーブとは別に床パネルの敷設してある部屋や、床パネルへの温水配管を通している場所 
び-1 crcL ソ下に;令え込んだときち同じです。） 

•ス I -ーブ単独運転か5床暖房併用運転に切り替えたとさ。 

•床暖の温度調節はダンパーの開閉で行っているため、ダンパー作動時には音のすることびありま 
すび、異常ではありません。 

■床パネルを敷いていない状態では絶対に床暖房運転にしないでください。 


21 











■消乂 




運転スイッチを再度押して、 r 切」にする 

•運転ランプと表示部のバックライトび消灯します。また、設定室温と 
現在室温ち消なします。 


油タンクの送油バルブを閉じる 



運転 

L 入/切 J 


/ 



3 消乂を確認する 

•対流用フアンはス I ブび冷えるまでの約10分間回りつづけます。 


使 

用 

方 

法 



• 長期間留守にずるとさは、必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
• 電源フラグは対流用ファンび停止してか5抜いてください。 

• 電源フラグをコンセントか5抜いて運転を停止しないでください。 

ス I -ーブび過熱し、故障の原因になります。 

• お出かけになるとさは、必ず運転スイッチを r 切」にして消义してください。 
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■使用方法 っづき 


■使用上の注意 


局温部にま意 

• ス I ブの上面板-前面ガードなどは高温です。 

やけどに注意して < ださい。 

•特にお子さまをス I -ーブに近づけないでください。 

保護ガード(関連部材)のご使用をおずすめしまず。 

•織稳筒トップやお扇管は高温です。やけどにま意してください。 



ほミ品やけどに注意 


• 長時間皮膚の同じ場所に触れないでください。 

比較的ほい温度 (4 □で〜己〇で)でも低温やけどや脱水症状の原因 
になります。次のよラなかたびご使用になるとさは、まわりのか 
たび常に注意してあげて<ださい。 

* 乳幼巧、お子さま、お年寄り、病人や身体の不自由なかた 
* 皮膚の弱いかた • 睡眠薬などを服用されたかた 
■深酒、疲労の激しいかた 



• む臓病などで身体を暖めることを医師か5止め5れているかた 


カーぺットのはがれにミち意 

■力一ぺットびずれたり、めくれたまま使用しないでください。 
床パネルに直接軸れると、やけどのおそれびあります。 



給排気筒トップ閉そ<を険 

• 給排気筒トップの周りび雪でふさびれたままで使用しないでくだ 
さい。ふさがれているとさは、除雪して<ださい。 

閑そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険でず。 


0 

禁止 



循環液(不凍液、補充液)の保管に注意 
• 循環液(不凍液、補充液)は幼巧の手の届かない所に保管して < だ 
さい。 

万一、飲んだ場合にはすぐに化かせて、医師の診断を受けて < だ 
さい。 


A 

ま意 



雷時のま意 

•雷び接近したとさは、電源プラグをコンセントか5巧いてください。 
激しい雷の影響でス I -ーブび故障ずるおそれびあります。 
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■シーズンオフのよラに長期間使用しないとさは電源プラグを抜いてください。 

また、シーズン始めに使用される場合は、使用前の準備 （ 14〜16ぺージ)や試運転(已4ぺージ)の 
項を参照して確認および操作をしてください。 


■ガラスには水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。 
ガラスび割れ危険です。 


•長期間使用しますと、ガラス内部に白い物質び付着することびあります。これは灯油成分中の硫 
黄分び付着するためで、ガラスの耐义性は問題ありません。（有料にて交換することびでさます。） 

•ス I ブ前面付近は、ふ<射熱び強いので熱に弱いものを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変形したりすることびあります。 

ストーブ前面の床面温度び高<なる場合は、別売部品の床適熱板を使用して<ださい。 


• 給排気筒の先端か5結露水びたれることびありますび、異常ではありません。 

排気管に結露水びたまった場合は、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットち店-営業所へ 
ご連絡ください。 


使 

用 

方 

法 
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雇げる/^ 

書 
;皿 

調 


ミげる 

居 P 

み 


2 温度•時刻設定ボタンの 『八』『 V 』 を押す 
•左側の『八』ボタンを押すと時び順に進み、 

『 V 』 を巧すと時び逆に進みます。 

■ち側の『あげる八』ボタンを押ずと分び順に 
進み、『さげる V 』 を押ずと分び逆に進みます。 

■ボタンを押し続けると早送りになります。 

• 已砂間操作びないと表示されている時刻で設定されまず。（「時計合せ」び消灯し、現在時刻表示 
になります。） 

運転中の場合は、設定室温または火力と現在室温び表示されまず。 

• 1分程度の停電の場合、現在時刻は記憶しています。それしソ上の停電時間では記憶び解除されま 
すので、再設定してください。 



■停電前に1曰 ULh 通電されている（電源プラグびコンセントに差し込まれている状態）場合は、 
1分程度の停電でち現在時刻を記憶していますび、停電前の通電時間び1曰未満の場合や経年変 
化により、記憶している時間び短くなる場合びあります。 



使用方法 


つづを 


■時刻合せ 

■はじめて使用ずるとさや停電後、表示び [ 


になっている場合には、時刻合せを行ってください。 


停止中でち運転中でち合せることびでさまず， 

1 設定切換ボタンを1回押して、「時計合せ」 
を表示させる 

■運お中の場合は、設定室温と現在室温または 
义力び消灯します。 


設定切換 


時計合せ 


i 

床温調節.時 
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温度-時刻設定ボタンの『八』『 V 』を押す 
• 左側の『八』ボタンを押すと時び順に進み、 

『 V 』 を巧すと時び逆に進みます。 

-ち側の『あげる A 』 ボタンを押すと分び順に進 
み、にげる V 』 を押すと分び逆に進みます。 

■ボタンを押し続けると早送りになります。 

• 已秒間操作びないと表示されている時刻で設定されます。 （ r タイマー合せ」び消灯し、現在時刻 
表示になりまず。） 

運転中の場合は、設定室温または火力と現在室温び表示されます。 

■タイマー時刻は一度設定すると記憶されますので、次か5設定する必要はありません。 
•停電の場合でちタイマー時刻は記憶していまずので、再通電後に再設定ずるぶ、要はありません。 



• 時刻合せをしていないと、設定切換ボタンを押してちタイマー時刻合せにでをません。 


■タイマ ー 運転 [タイマー時刻 合せ 


I おめざめ前の寒い朝などお巧みの時刻に運転を開始したり、お巧みの時刻に設定室温を変更しまず。 


停止中でち運転中でち合せることがでさます。 

1 設定切換ボタンを2回押して、「タイマー 
合せ」を表示させる 

•運転中の場合は、設定室温と現在室温または 
火力び消灯します。 


設定切換 


タイマー合せ 


使 

用 

方 

法 


室温調節.分 



貪 

床温調節■時 
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■使用方法 っづき 


■タイマー運転 [タイマー 点义 

1 油タンクの送油バルブを開く 


運転スイッチを押して、 r 入」にする 


^ •運転ランプび点灯しまず。 


-口- 


•燃焼中にセットずる場合、運転スイッチを 


運車石 


r 入」にする必要はありません。 


[ 扁 J 



3 タイマーボタンを押す 

• タイマーランプび点灯します。 

• 1□秒間液晶表を部に「タイマー合せ」とタイマ 
-時刻を表をし、その後バックライト（照明） 

び消灯します。 

(燃焼中にセットずる場合、バックライトの消 
巧と共に運転ランプび点滅し消火しまず。ス I ブび;ちえると運転ランプは点巧に変わります。 
ただし、 eco 運転（モード 2) でタイマーをセツトした場合は運転を続けます。 

• r タイマー合せ」表示中はタイマー時刻を設定することびでさます。 



4 お好みの運転を設定する 

自動/手動運お. eco 運転-クイック微ル運転•床暖房運転を設定することびでさます。 
自動/手動運転- eco 運転(モード 1)• 微ル運輯(それぞれ床暖房併用運聞を含む)のタイマー 
運転は、タイマー時刻に運転を開始します。 

- eco 運輯(モード2)(床暖房併用運輯を含む)のタイマー運転は、タイマー時刻まで eco 運輯(モー 
ド 2) を続け、 タイマー時刻に eco 運転(モード 1) に切換ります。 



■お好みの運転の設定はタイマーボタンを押す前にちでさます。 

■ eco 運転(モード 2) でタイマーセツトをしたあとに、 eco ボタンを巧して eco 運転(モード 2) を解 
除すると消火し、 eco ボタンを押した回数により通常運転(自動運転)または eco 運転(モード 1) 
でタイマー時刻に点火します。 

■運転スイッチび r 入」になっていないとタイマー運転を受け付けません。 
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■タイマー運転の解除 


1 運転スイッチを再度押して、 r 切」にする 

• タイマーランプび消灯します。 

■エコ運転(モード2 ) で運転中に運転スイッチ 
を再度巧すと、消义します。 



( - N 

口 




運転 

[入/切 J 


(。タィマ叫 



•タイマー 時刻前に点义 ずる 場合は、再度タイマーボタンを押して、タイマーランプを消灯させて 
ください。（設定室温または义力と現在室温び表ちされ、バックライトび点灯しまず。） 

■エコ運聞(モード吕）を継続ずる場合は、再度タイマーボタンを押して、タイマーランプを消なさ 
せて < ださい。 



■時刻合せをしていないとタイマー運転はでさません。先に時刻合せを行ってください。 （2 已ぺ一 
ジ参照） 


• タイマー運転をする場合は、周囲に可燃物びあったり、その他危険な状態のないことを確認して 
<ださい。 

■おでかけのとさはタイマー運聞をしないで<ださい。予想しない事故び発生するおそれびあります。 
■停電したとさや運転中にチェックモードび表示されたとさは、タイマー運転は解除されます。 
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■使用方法 っづき 


■ eco にコ)運転(自動運転晚 


e C 0 運転時の消乂-点乂温度を件の調節について 


e 巳0運転のモード1とモード2それぞれの消火-点义の温度条件を調節することがでさます。 L ソ下の手順を参 
考にして行ってください。 

① 運転スイッチが r 切」でバックライト点な時に eco ボタンを3秒ムソ上巧してください。 

② r ピー」といラブザー音が鳴り、液晶表示部の表示がモード1の設定値へ切換ります。（液晶表示部に1輪のフラ 
ワーが表示されます。） 

③②の状態か5温度-時刻設定ボタンの『あげる八』『さげる V 』を巧す 
ごとに、 


の」こ。」こに」こ「3」: 


t 3 


1 3 

設定で現在で 


設定で現在で 

モード1の表示巧 

J モード2の表示例 


と切換ります。 

④ 設定したい内容を表示させて、 eco ボタンを1回巧してください。 
(⑨の状態か510秒間操作がない場合や設定値を変更して已秒間操作 
がない場合は、通常の表示に戻り設定が完了します。） 

⑤ 液晶表示部のまおがモード2の設定値へ切換ります。（液晶表示部に 
2輪のフラワーが表示されます。） 

⑧⑥の状態か5③の要領で設定したい内容を表おさせてください。 

⑦ eco ボタンを1回巧して通常の表示に戻せば、設定完了です。(⑥の状 
態か510砂間操作がない場合や設定値を変更して已秒間操作がない 
場合ち、通當の表示に戻り設定が完了します。） 

※モードに関わ5ず出荷陆ま「0」に設定されています。 


(1 輪のフラワ ー)(2 輪のフラワ ー) 



「 0 」 
( 出荷時） 

m 

に」 

「3 J 

消乂温度 

(設定室温に対して） 

±0で 

+rc 

+2で 

+3で 

点乂;豆度 

(設定室温に巧して） 

-3た 

-2 で 

-rc 

±0た 


■ トド1 

• 比較的暖い時期など、設定室温より室温び上がりずざるときにご使用ください。燃焼 • 消义を繰り返し、 
室温を調節しまず。 



e C 0 ボタンを1回押す 

• e 巳 0 ランプ(緑)び点巧します。また e C 0 
運転表示び表おします。 

• 室温び設定室温と同じ状態び1□秒間続くと、 
e C 0 ランプ觸)び点滅となり、消火しまず。 

( e 巳0ランプは消火中ち点滅しまず。） 

•再点火は室温び設定室温より3で(消火•点火温度条件の調整による)低くなったとさ、 e C 0 ラ 
ンプび点滅か5点打に変わり、点火になりまず。 

• e C 0 運転は燃焼-消火を繰り返しますので室温の変動び大さくなりまず。 



■ eco (エコ)運転(モード1 ) の解除 


1 6 C 0 ボタンを2回}甲す 

• e 巳 0 ランプ(緑)と e C 0 運転表示び消灯します。 

e C 〇運転はクイック微ル運転にしま 
すと自動的に解除されます。 


医 C 0 を I 
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■ I モ-ド 2 

•比較的暖かい日など、設定室温をおめにしたいときにご使用ください。燃焼•消义を繰り返し、室温を 
調節しまず。 



e C 0ボタンを2回押す 

(モード1か5設定する場合は1回押す） 

• e C 0 ランプ(赤)び点の■します。また e 巳 0 
運転表示び表示します。 

• 室温び設定室温と同じ状態び10秒間続くと、 
e C 0 ランス赤)び点滅となり、消义しまず。 
( e 巳0ランプは消火中も点滅します。） 


%cot 



•再点火は室温び設定室温より3で（消火•点火温度条件の調整による)おくなったとき 、 e C 0 ラ 
ンプび点滅か5点灯に変わり、点火になります。 

• e C 0 運転は燃焼-消火を繰り返しますので室温の変動び大さくなります。 

• 出荷時の設定室温は「引でに設定してあります。 


•室温の設定範囲の最ほ温度は「3」で、最高温度は【自動運転時の設定室温-1】でです。 


• 設定室温は一度設定すれば記憶され、停電の場合でち解除されません。 

• 自動運転時の設定室温を変更して本モードの設定室温よりおくなった場合は、【自動運転時の設 
定室温-1】でとして自動的に再設定されます。 

•已秒間操作びないと表示されている室温で設定されます。 


■ eco (エコ) 運転(モード 2) の解除 


eco ボタンを 1 回押す r 

• e C 0 ランプ(ホ)と e c 〇運輯表示び消灯します。 に - 

eco を 

eco 運乾はクイック微ル運転にしま ^- 

ずと自動的に解除されます。 


使 

用 

方 

法 


e C 0 運転(モード 2) か5タイマーを使ってお好みの時刻に e C 〇運転(モード1 ) へ切換えるこ 
とびでさます。 （27 ぺージ参照） 



•巨 C 0 運転は、手動運転中や微ルボタンを押した状態(クイック微ル)では受け付けません。 

• e C 0 運転か 5 手動運転にすることはでさません。 

• e C 0 運転は消火-点火を繰り返すため、通常運転に比べ消費電力び大さくなることびあります。 

• e C 0 運転では室温を下げることはでさません。 

• e C 0 運転はルさな燃焼で室温を調節します。室温び上びらない場合は e C 0 運転を解除してくだ 
さい。 

• e C 0 運転は一度設定ずると記憶されますので、消火してち解除されません。 

•停電の場合でち、 e C 0 運転は解除されません。 
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I ほ。方法つづき 


■クイック微小運転 

• ワンタッチで微ル運転したいときにお使いください。最ル义力で燃焼し続けまず。 


1 微ルボタンを押す 1 

•微ルランプび点灯し、設定室温表示び『1_0』に . も ….I 

切換ります。 唯パ\ 

• 自動運転-手動運転-エコ運転か5微ル運転^^ - 

にずることびでさます。 I 

(エコ運転か5微ルボタンを巧すと、エコ運転 
は解除されます。） 


■クイック微小の解除 


1 微ルボタンを再度押す 

■微ルランプび消灯し、微ルボタンを押す前に 
表示していた設定室温または火力を表示しま 
す。 



• クイック微ル運転にずると、床暖房運転時に設定水温まで上び5ない場合びあります。 

■クイック微ル運転にすると 、 e C 0運転はでさません。 

設定されていた e C 0運転は解除されまず。 

■クイック微ル運励ホ『あげる A 』 にげる V 』 ボタンは受け付けません。 

• e C 0運転(モード1•モード 2) か5クイック微ル運転にしていた場却んクイック微ル運転を解除 
すると自動運転になります。 

■停電の場合でち、クイック微ル運転は解除されません。 


[。微小 

?日が 

— 

設定で現在た 


し〕が 

設定で現在で 


31 




























居げる A 、 


ミげる V / 


温度-時刻設定ボタンの『あげる八』 

『さげる V 』 を再度 3 秒]^上同時に押す 

■ r ピッ」とブザー音び鳴り、「 i 」マークび消灯します。 



•停電したとさや運転中にチェックモードび表示された場合でち、チャイルド□ックは解除されま 
せん。 

• 室温や义力の設定などス I ブの設定中は、チャイルド□ックにすることはでさません。 

• チャイルド□ックを設定中でち、いずれかのボタンを押すとバックライトは点灯します。 


温度-時刻設定ボタンの『あげる八』 
『さげる V 』 を 3 秒]; Lb 同時に押す 
■ r ピー」とブザー音び鳴り、「 i 」マークび表 
示されます。 

■運転スイツチを r 切」にすること(かの操作び 
でさません。 


■チャイルド□ックの解除 


チャイルド□ックについて 

お子様などによるいたず5操作の防止や、誤って運転スイッチを押してち点火しないよラにしたい 
ときに使用します。 


■チャイルド□ック •子供などによるいたず5を防止します。 


使 

用 

方 

法 
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■使用方法 っづき 

■おしえて機能 

•'灯油の使用量やス I ブの使用日数を表示しまず。 


停止中でち運転中でち表示させることがでさます。 

1 おしえてボタンを1回}甲す 

•液晶表示部び r 今日積算モード」表示に切換ります。 
■ □時00分か523時已9分までに使用した巧油量を 
おのします 。 

■使用量は 0.0 1 L 単位で表示し、 0.0 1 L 未満の場合 
はの」表示となります。 


おしえて 


■最大で「99.99」1_まで表をし、それを超えると「□」!_に戻ります。 


今日 


■「今日積算モード」表示か5おしえてボタンを2回押すと、通常表示に戻ります。 
また、10秒間操作びないと、通常表示に切換ります。 


2 おしえてボタンを再度1回押す 

•液晶表示部び r 連続積算モード」表示に切換りまず。 

•現在までの巧油の使用量とス I 'ーブの使用日数を表示しまず。 

■な油の使用量は1 L 単位で表示し、1 L 未満の場合は「0」表示となりまず。 

• 0 時00分か523時59分までに1度でもス I — ブの運転スイツチを「入」 

にすると、使用日数に積算されます。 

• '灯油の使用量は最大で「9999」 L まで表示し、それを超えるとの」 L に戻 
ります。 

使用日数は最大で r 1999」曰まで表示し、それを超えると「0」曰に戻りまず。 

• r 連続積算モード」表示か5おしえてボタンを1回巧すと、通常表示に戻ります。 
また、10秒間操作びないと、通常表示に切換ります。 


1 

弓つ 日 

使用 

日广1832 


■積算値のリセット 


リセットしたい項目を表示させて、 

おしえてボタンを 3 秒な上押す 

■表示びの」表示に切換ります。 

(停止中にリセットするとバー表示になりまず。） 
• r 連続積算モード」をリセットすると「今日積算 
モード」ちリセットされます。 

■おしえてボタンを1回または2回押すと通常表 
示に戻ります。 

また、10秒間操作びないと、通常表示に切換 
ります。 




今曰 


Is 

使用 

n n n 


n 

U - UU 2 




• 時刻合せをしていない場合や停電などで現在時刻びリセットされた場合は、灯油の使用量や使用 
曰数は表示されません。先に時刻合せを行ってください。 （2 已ページ参照） 

•な油の使用量はめやすです。実際の使用量と一致しないことびあります。 

•巧油の使用量や使用日数は記憶され、停電の場合でち U セツトされません。 
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■ まき装置 

•異常が生じたとき、自動的に消义ずる装置でず。 

• ま全装置が作動した場合、運転スイッチを「切」にし、ス I — ブがをえてか5下記の処置 
をして < ださい。 


安全装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

巧 震 自動消乂装置 

• 地震(震度已程度ムソ上)のとを 
• 強い振動や衝撃を受けたとさ 

り]1? 

ス 1 -ーブの周囲や給気管-排気管の外れや 
ゆるみ、油漏れなどの異常びないことを確 
認し再点义操作してください。 

停電安全装置 
•停電したとを 
•電源プラグびなけたとを 

C _ n n 

し U U 

通電後、再点火操作してください。 

温風過熱防止装置 
• 対流フィルタや対流ガードに 
ほこりびたまったり、対流フィ 
ルタびカーテンなどでおおね 
れたとさ 

し n n 

し U \ 

対流フィルタや対流ガードの掃除や障害物な 
どの原因を取り除いてか 6 再点火操作してく 
ださい。 

点义を全装置 

• 点火不良 

し n 3 
し U J 

再点火操作してください。 

•再びチェックモードび表示される場合には、 
お買い求めの販売店又は最寄りのサンポッ 
卜ま店-営業所へご連絡ください。 

燃焼制御装置 
•途中で火び消えたとさ 

し n C 
し U J 


不完全燃焼防止装置 
•異常燃焼したとさ 

連続作動回数 1 〜 3 回 

り二!： 

次のことを確認し、再点火操作してください。 

• 給排気筒トップの先端びふさびれていない 
か。口 6 ページ参照） 

•再びチェックモードび表示される場合には、 
お買い求めの販売店又は最寄りのサンポッ 
卜ま店-営業所へご連絡ください。 

【連続不完全燃焼通知機能】 

• 連続して不完全燃焼防止装置 
び作動したとさ 

連続作動回数 4 〜 6 回 

广广广广 
しししし 

庶滅） 

【再点义防止機能】 

■、ホけ1 つ -- て-た ィ么咕化 1 し 化里 

連続作動回数 7 回 

お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 

ホた.お当を nC へ九击换 / 片ホ1 、 

• 埋概;し C 个 TE 壬颇燃1み it ホ直 

び作動したとさ 

广广广广 
しししし 

庶巧） 

文に • 呂乗 m へし埋帷、 / しごし、0 

「 [[[[ 」び点：打するとストーブび使用でさ 
なくなります。 
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■ その他の装置 


装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェ ック モード 

処置の方法 

排気管抜け検知装置 

•排気管接続部のがれ 
• 排気管抜け検知 U - ド線び外 
れたり断線したとさ 

E - ! 弓 

排気管や排気管抜け検知 U - ド線を点検し、 
確実に接続してか5再点义操作してくださ 
し)。 

循環水検知装置 
•循環水び不足したとさ 

り] し 1 

補給後、再点火操作してください。 

油切れ検知装置 
• ス1ブに灯油びさていない 
とさ 

し! i し 

次のことを確認し、再点 M 票作してください。 

• 油タンクに灯油はあるか。 

• 油タンクの送かりレブび閉じられていないか。 

• ゴム製送油管に空気だまりびないか。 

(已4ぺージ参照） 

• 定油面器のを全装置び作動していないか。 

(1 已ページ参照） 


異常燃焼を長時間続けまずとバーナ部などにカーボンび付着し、故障の原因となりますので、お買い 
求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所へご連絡ください。 

詳しくは別紙「炎の状態について」をご覧ください。 
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給気ホース 
排気管 


>給気ホース-排気管の接続箇所び 
外れていないか点検しまず。 

給気ホースび排気管にあたってい 
ないか点検しまず。 


給排気筒トツプ 


室外の給排気筒トツプび鳥の巣や 
ビニール 袋などでふさびれていな 
いか点検しまず。 


貫 




油漏れ•油のたまり 
油のにじみ 


>ゴム製送油管や置台に油漏れ、油 
のたまり、油のにじみびないか点 
検します。 



水漏れ 


使 


用 


ご 


と 


温水配管に水漏れびないか点検し 
ます。 



周囲の可燃物•引火物 

• ス1'ーブの上や周囲-給排気筒卜 

b 山 




ッフの周囲に可燃物、引火物びな 
し佩点検します。 


1 丙 

」 




N 


円 


排ガスの漏れ 


I 排ガスのにおいや、目びチカチカ 
しないか点検します。排ガスび漏 
れていまずと危険です。 



給排気筒トツプ 


I 給排気筒トツプび雪や氷でふさび 
れていないか点検します。ふさび 
れていると異常燃焼ずることびあ 
り危険でず。 


置 


■日常の点が手入れ 

■点検-手入れのときのミ主意 

• おず運転スイッチを r 切」にして、ストーブの運転を停止し、ストーブがをえた:!犬態で巧 
つて< ださい。 

■ 点検•手入れの必要項目、時期、方法 

時期~点横.手人れ項§ J 方 法 


シ—スンはじめ 


点検.その他 
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I 日常の点が手入れっづき 


時期点検.手入れ項目 


対流フィルタ 
対流ガード 


方 法 


ス I ブ背面の対流フィルタ、対 
流ガードに付いたほこりを掃除機 
などで取り除さます。 




週 


に 


回 




対流フィルタの外しかた 

1背面カバー(上)を固定し 
ている左ちの化粧ねじを 
かし、背面カバー上をか 
して < ださい。 

2巧流フィルタのとってを 
持ち、対流フィルタを外 
して < ださい。 

3掃除終了後は、確実に取 
り付けてください。 



循環水 •循環水の水位を確認し、下限し U 下の場合、次のように補給します。 



1ス I — ブ前面の給水扉を 
押して給水□を開く 
2給水检をおいて、温水暖 
房用補充液を r 上限」まで 
補給する 

3補給び終わった5給水栓 
を差し込み、給水扉を開 
める 
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点検 .手入れ項目 

循環水 
(つづさ） 


ち 


法 


• 循環水の水位び「下限」じ(下まで低下しますと、 r ピピッ」という警 
告音び鳴り床暖ランプび点滅します。この状態び1□分継続する 
と液晶表示部に『巳04』のチェックモードび表示されます。 

• ソフトパネル使用の場合、使用部材び安定ずるまで水位び下び 
りますので、とさどさ補給して<ださい。 

•給水栓を抜かないと、給水でさません。 



>使用しているとき、水位がいちじるしく低下する場合は、温 
水配管部の漏れを確認してください。 

>循環水は「上限」 LU 上補給しないでくだをい。使用中に循環水 
びあふれることがあります。 

>不凍液での補給はしないでください。濃度があびり故障の原 
因になります。 


ストーブ外観 

安全のため、電源プラ 
グをコンセントより 
抜いてか5行ってく 
ださい。 


■ス I -ーブ-置台などのほこりやミちれは、乾いたやわ5かい巧な 
どでされいにふさとります。 

•シンナ ー• アルコール-ベンジンなどは使用しないでください。 


ゴム製送油管 
ツインチューブ 


>ゴム製送油管や温水用ツインチュ 
ーブにひび割れび生じていないか 
点検します。 

>ゴム製送油管やツインチューブは経 
年変化しますので3年に1度新しい 
物に交換して < ださい。 

• 交換はお買い求めの販売店に依頼、 
又は最寄りのサンポットま店•営 
業所にご相談ください。 



電源プラグ 


I 電源プラグにほこりが付着していないか点検します。 


油タンク 


>油タンク内に水やごみがたまって 
いないか点検します。 

>油タンク内の水抜き、ストレーナ 
(ろ網）の掃除は、油タンク附属の 
取扱説明書に従って行ってください。 



期 

寺 

B. 


週に1回 


月に1回 Z 5 上 


シ—ズンに2〜3回 


給油のとキ J 


点検.その他 
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■定期点巧 

サンポット密閉式石油ス I -ーブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗-劣化ずる部品が 
ありますので、修理資格者〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) で行ラ技術管理 
講習会修了ち(石油機器技術管理±)など〕による定期点検を受けてください。 

■定期点検の実施時期 

2シーズン卸こ1回程度定期点検を受けてください。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりのをいところ(例えば、厨房室や製綿工場など)、温泉地域などでご 
使用の場合は、1シーズン毎の点検が必要となりますのでお買いまめになった販売店にご相談ください。 


定期点検 


定期点検は専門の技術者が、設置状態、給排気まわりの点検-安全装置及び運転動作の点検-確認、 
使用時間により消耗劣化しやすい部品の点検などを行しほす。 

安全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するちのですか5必ず受けてください。 


お申し込み先 


お客さま^お買いホめになった販売店又は最害りのヴンポット支店-営業所。 


定期点検費用 


定期点検の費用についてはお買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にご相談くださし、。 
定期点検の結果、部品交換及び修理などび必要な場合は、処置内容及び費用についてお客さまにご相 
談申し上げます。 


■定期点検の内容 


定期点検の内容 

項 目 

設置状態、給排気まわりの 
点検.確認 

• 製品の設置-使用状態 • 送油経路部の油漏れ（ゴム製送ミ由管含む） 
•給が気筒接続とつま0 ■温水経路部の水漏れ 

•給排気筒トップのつまり 

まを装置及び運転動作の点 
検.確認 

•ま全装置の働さ •運転動作の点検 

• 操作部品や動く部品の働さ 

環境-使用時間によりち化 
しやすい部品の点検-交換 

•給が気部品-排気管接続用0リングなどの点検 
■パーナの点検 

•各種送風機、循環ポンプの点検 •各種パツキンの点検 
• ガラスの点検（劣化の状態により交換の場合ちありまず。） 

製品の清掃-壁備 

■本体内■巧流ガード•ファン•油タンクの水抜を■送油経路 
■対流フィルタ 

循環水の点検.交換 

• 循環水は温水暖房用巧巧液を補給した場合、6〜7年を目安に入れ 
替えてください。水道水を補給した場合、吕〜3年を目をに入れ替 
えて < ださい。 

• 凍結防止及び腐食防止のためにサンポツト純正の不凍液をご使巧く 
ださい。 
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I 巧障•異常の見分け方と処置方法 


次のような場合は故障ではありません。 


現 象 

原 因 

点 

火 

時 

m 

乂 

時 

始めて使用するするときやシー 
ズン始めに、煙やにおいが出る 

耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 
異常ではありません。 

運転開始時や停止時に、 r ボコン」 
といラ音がする 

本体内部の加熱-冷却時に出る金属の膨張-収縮音 
です。 

異常ではありません。 

「ピチピチ」や r カンカン」といラ 
音がする 

本体内部の加熱-:令却時に出る金属の膨張-収縮音 
です。 

異甫ではありません。 

点义後数秒間 r ボッボッ」といラ 
音がする 

点乂を確実にするためで、1已〜2□秒く 5いで正甫 
にな0ます。 

水び蒸発する r ジュッ」という音 
がずる 

点乂初期に発生する結露水び熱交換器内で蒸発する 
ためです。 

異常ではありません。 

燃 

焼 

時 

瞬間のに炎が大きく広がる 

送油経路内に空気が入ったとさ発生する現象です。 
異常ではありません。 

点火プラグ•フレーム□ッド- 
バーナーへッドが赤くなる 

炎に熱せ5れホ熱するためです。 

異常ではありません。 

炎がホ桓色に輝< 

青い炎が最良の燃焼状態ですが、炎色反応により炎 
がホ撞色に輝<ためです。 

•お岸に近い所など空気中に塩分びをいためです。 

-空気中に浮遊じんがをいためです。 
異常ではありません。 

そ 

の 

他 

巧暖房の温調に合せて r ピチピチ」 
や r カンカン」としけ音が繰り返し 
する 

床暖房用熱交換器に高温の排ガスが流れたり止まっ 
たりするために出る金属の膨張-収縮音です。 
異常ではありません。 

「カチカチ」といラ音がする 

電磁ポンプの運転音で、異常ではありません。 

ガラスが白<なる 

打油中の成分びガラスに付着するためです。 
異常ではありません。 

暗いとさ、リセットボタンを 
押す穴か5赤い光が見える 

定油面器の油切れ検知装置の点滅光です。 

異甫ではありません。 


点検.その他 
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IK 障•異甫の見分け方と処置方法つづを 


異常び生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置してください。 


\ 現象 

原因 \ 

運 

転 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

丹 

し 

な 

い 

点 

乂 

し 

な 

い 

炎 

び 

立 

上 

び 

る 

液晶表示部に表示された 
チェックモード 

処 置 

参 

照 

ぺ 

I 

ジ 

E-QQ 

E - D 3 
E - 化 

mi L 

E-tH 

[[[[ 

(点滅) 

E-W 

E - 叫 

E - I ヨ 

E - 刖 

電源プラグがコンセ 
ントか 5 巧けている 

参 










電源プラグをコンセントに 
確実に差し込む 

16 

油タンクに'灯油びなし、 


参 



参 






給油する 

14 

停電があった 




参 







運転スイッチを押しなおす 

34 

油タンクの送油バル 
ブが閉じている 


参 



参 






送油バルブを開く 

34 

35 

定油面器のま全装置 
び作動している 


参 



参 






U セットボタンを押す 

I 己 

対流フィルタや対流 
ガードにほこりびた 
まっている 








参 



掃除ずる 

34 

37 

あ防 i フィ J レタびカーテ 
ンでふさびっている 








参 



カーテンを取り除< 

34 

給排気筒トップの巧 
端がふさびれている 



参 



参 





給排気筒トッフ先端の 
しゃ閑物を取り除く 

36 

地震や強い衝撃びあ 
った 







参 




ス I ブ周囲、油漏れ、 

給排気筒を点検ずる 

34 

排気管び巧けている 






参 



参 


確実に接続する 

3己 

循環水む’不足している 










参 

補給する 

3曰 


ULh の方法で点検し、処置してちなお5ないとさは、使用を中止しお買い求めの販売店又は最寄りのヴ 
ンポットま店-営業所へご相談ください。 

修理をお申しつけのとさには故障内容をでさるだけ詳しく、また表示部に表示されるチェックモードを 
ご連絡ください。 
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明 

ミ几与コ〇グ、 

己又/とし 

現在で 


チェックモード表示部 


チェツクモードに下記のような表示び出たと去は、運転スイツチを r 切」にし、ス I ブが 
をえてか5下記の処置をしてください。 


チェックモード 

原因 

処置の方法 

E - 1 1 

炎有り検知した。 

(フレーム□ッドの短絡） 

お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
ま店-営業所へご連絡ください。 

E - !? 

!三ぶ • 
E - の 

予熱時に気化器ヴ ー5 スタび一 
定の温度1し達しなかった。 

お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
支店-営業所へご連絡ください。 

E - !三！ 

運転中に気化器ヴー5スタび断 
線した。 

お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
支店-営業所へご連絡ください。 

卜 i し1 

運転中に室温が異常高温になっ 
た。 

換気をして室温を下げる。（室温び下びると自 
動的に解除されます。） 

再びチェックモードび表示される場合には、 
お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
支店-営業所へご連絡ください。（修理までの 
間、強制的に手動運転とな0、ストーブ運転 
は巧能です。その間は現在温度表示部にに H 』 
び点滅表をされます。） 

E - !弓 

運転中に室温ヴー5スタび断線 
した。 

お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
ま店-営業所へご連絡< ださい。（修理までの 
間、強制的に手動運転とな0、ストーブ運転 
は可能です。その間は現在温度表示部ににし』 
び点滅表をされます。） 

!三-!& 

循環水び異常高温になった。 
(自動的にストーブ単独の微ル燃 
焼になります。） 

•床;なルの設圖微び少、ない。 
■床パネルの放熱び悪い。 
■ツインチューブに巧れ•つぶ 
れびある。 

不具合箇所を直ず。(床/なルは3置ん h にする） 
再びチェックモードび表示される場合には、 
お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
支店-営業所へご連絡ください。 

(修理までの間、ス1ブ運転は巧能です。） 

E - iri 

水温ヴー5スタび断線した。 
(自動的にストーブ単独の微ル燃 
焼になります。） 

お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
支店-営業所へご連絡ください。 

(修理までの間、ス1 ブ運転は巧能です。） 


点検.その他 
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IK 障•異甫の見分け方と処置方ミちつづを 


チェックモード 

原因 

処置の方法 

E - 旧 

燃焼用送風機が動作しな < なつ 
た。 

お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
ま店-営業所へご連絡ください。 

E - 巧 

気化器ヴ ー5 スタび短絡した。 

お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
支店-営業所へご連絡ください。 

E - 巧 

給気温ヴーミスタび断線した。 

お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
ま:店-営業所へご連絡ください。 

E - 弓ら 

給気温ヴーミスタび短絡した。 

お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
ま:店-営業所へご連絡ください。 

E -广! i 

タン、 v ’ー モータび動作しなくな 

ダンパーマイク□スイッチび故 
障した。 

お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
支店-営業所へご連絡ください。 

り 二し 

制御基板び故障した。 

お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット 
ま:店-営業所へご連絡ください。 
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このような現象のときは使用を中止し、 

油タンクの送油バルブを閉じて販売店にご連絡ください 

•使用される場所や条件又は長期間の使用により、下記のよラな現象が見られる場合には使用を中止し 
て、必ずお買い巧めの販売店に修理依頼、又は最寄りのサンポット支店-営業所へご相談ください。 


がガスのにおいがしたり、目がチカチカずる 
• がガスび漏れているおそれびあります。 

排ガスが室内に漏れていますと、を険でず。 



点义•燃焼•消义ずるときに「ボーン J という大きな音びした 
■ストーブが損傷したり、パッキンび飛散し 
ているおそれがあります。 

\ボン/ 


V し 


)) 


黒煙を出して燃える 
•燃焼び異甫になっています。 



置台に油び漏れている 

•送油配管より油び漏れています。 


J [ t = :: 




点検.その他 
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■部品交換のしかた 


• 経年により消耗、劣化しやすい部品びあります。 

■異常かなと思われました5、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にお問い合せ 
ください。個人での不完全な修 i 里は危険です。 

• 修理資格ち〔(財)日本石油燃焼機器保守協会で行ラ技術管理講習会修了ち(石油機器技術管理±)など〕 
が修理いたします。 


■消耗、劣化しやすい部品 


項 目 

内 容 

使用時間により交換が 
必要な部品 

排気管接続用 0 U ング （ J 旧己24014種 D P 40) 

各種パッキン-ガラス 

環境により努化しやす 
い部品 

給排気筒系部品-制御基板-スイッチング電源-燃焼用送風機 
対流用送風機-ゴム製送油管 

不良な油を使用されて 
劣化しやすい部品 

電磁ポンプ-定油面器 



f 呆管(長期巧使用しない場合） 

•長期間使用しないとき（シーズン終了時）は、次の要領でお手入れしてください。 


1 電源プラグをコンセントか5巧く 

• めれた手で触5ないでください。 
感電のおそれびあります。 



2 ス I ブ外装、対流ガードの掃除をする 

(37、38ぺージ参照） 


〇油タンクの送油バル义温水バルブ(往きバルブ•戻りバルブ)を閉じる 


4 ストーブは据付けたまま保管ずる 

•どうしても取り外して保管ずると对ま、湿気やほこりのかないところに保管してくださし、。 
■次シーズンに据付けるとをには、必ずお買い巧めになった販売店に依頼してください。 
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■仕様 


型式の 呼び 

UFH -703 SX 

種 類 

回転霧化式、強制給排気お、強制対流お 

点义 方式 

電気点火 

使用 燃料 

灯油 ( J に1号灯;'由） 

燃 焼 状 態 

最大 

最ル 

燃料 消費量 

8.12 kW (0.789 L / h ) 

2.47 kW (0.24 L / h ) 

発熱量 

29,230 kJ/h 

8.890 kJ/h 

熱 巧 率 

床暖房•ストーブ同時運転 

86.0% 

86.0% 

暖房 出力 

巧暖房•ストーブ同時運転 

巨. 98 kW 

2.12 kW 

最大巧暖居出力 

1.16 kW 

本体 水 容量 

1.2 L 

巧暖房用熱交換器の最高使用圧力 

大気開放 

が お 寸法 

高さ目1己 mm 幅741 mm 奥行31日 mm (置台を含む） 

質 量 

3已 kg 

電流 ヒューズ 

筒型3日 mm 10 A 1個(制御基板)、筒型2日 mm 7 A 1個(制御基板)、 

筒型1已 mm 4 A 1個 ( SW 電源） 

電源電圧及び周波数 

100 V 已 0/60 HZ 

定格 消費 電力 
巧暖房•ストーブ同時運拓 

最大(点火時) 860/870 W 、 燃焼時日 4/68 W 

待機時消費電力 

0.7/0.7 W 

給排気筒の型式の呼び 

FWT -6 Z -2 

給排気筒の呼び径 

D 40 

給排気筒の壁貢通部の孔径 

80〜8己 mm 

排 気温 度 

2目日で L ソ下 

巧パネルの接続面積 

最大燃焼時1 2 m (7.5 畳)、最ル燃焼時 5 m (3 畳） 

温水配管接続 □ 

外径 8 mm タケノコ 

を 全 装置 

巧震自動消火装置、停電安全装置、温風過熱防止装置、 

点义安全装置、燃焼制御装置、不完全燃焼防止装置 

その他の 装置 

排気管巧け検知装置、循環水検知装置、巧切れ検知装置 

附属 品 

壁固定金具(1)、ワイヤーバンド大(1)、ワイヤーバンドル但)、 

給排気筒セット(1)、背面カバー(1)、排気管断熱カバー(1)、 

ストッパ ー U ング(1)、ツインチューブ(1)、ワンタッチクランプ(4)、 

化粧ねじ但)、 4 X 12 タッピンねじ（1)、 4 X 2 已タッピンねじ(4)、 
取扱説明書(1)、工事説明書(1)、特定保守製品説明書(1)、所有を票(1)、 
保護シール (1) 


点検.その他 
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■ァフタ-ヴ-ビス 

■保証について 


•保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ、 
販売店からお受け取りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管し 
て < ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ曰から1年間です。 


■修理を依頼するとさについて 



r 故障•異常の見分けちと処置ち法」に従って点検してください。処置してもなお5ないとき 
は、使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてか6、お買い求めの販売店又は最畜りのサン 
ポットち店*営業所へご連絡ください。 

修1 里に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って販売店び修理いたしまず。 


ご連絡していただをたい内容 

ご住所 


おなま无 


電話番号 


製品名 

密閉式石油ストーブ 

型 名 

UFH -703 SX 

お買い上げ日 

年月日 

故障又は 
異常の内容 

できるだけ詳しく（表示部のチェック 
モード数字など）お巧 S せください。 

訪問ご希望曰 




• 保証期間が過ぎているときは、販売店にご相談ください。 

修理によって使用で去る場合は、ご希望により有料修理いたします。 

•修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

• ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店又は最寄りのサンボット支店-営業所へお 
問い合せください。 

■補修用性能部品について 


• 密閉式石油ストープの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後10年でず。 
• 補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


47 
























/ 壁固定金具 


ストーブは必ず壁面より 
內側に入6ないこと。 


上部後面板、 


30 cm む上 



11保守点検のため1已 cmULh 離してください。 
C 《2保守点検のため 30 cm け上離してください。 




据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があります。 
工事説明書の r 安全のために必ずお守り < ださい」をお読みになり販売店又は据付業ちとよく 
ご相談してください。また、「標準据付け例」については、下図を参照してください。 


壁固定金具 


□ 


【ストーフか5周囲の可燃物までの離隔距離】 

•ス I ブち側面と壁面は保守点検のため SOcmLU 上離してくださし、。 



♦マントルピースなどス I -ーブが囲われる場所に設置する場合 
(ス I -ーブは必ず壁面より内側に入！5ないこと。） 


1已 Ocm 
上 


• マントルピースなどス I ブび囲われる場所に設置する場合の内部やその周辺は、できるだけ 
不燃材料又は準不燃材料あるいは防熱板で仕上げを行ってください。 

• 上図では可燃物までの離隔距離を示していまずび、保守点検や性能維持のため、不燃物などの 
場合ち上図離隔距離として < ださい。 

•熱に弱いものの上には据付けないでください。 

また、床面の温度び高くなる場合は、別売部品の床遮熱板を使用して<ださい。 


I 謝け•細 

■据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 

据付けや移設工事は販売店又は据付業者に依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 

■据付け場所の選定及び標準据付け例 


的 


可燃物 




可燃物 


可燃物 


点検.その他 
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I 据付け•移設っづき 


【給排気筒トップから周囲の可燃物までの離隔距離】 


可燃物 



ま （※）60 cmL ソ上の寸法は、不燃材を 
使用ずる場合は SOcmULh とする。 


可燃物 



y/////////A 


可燃物 

• 給が気筒トツプは上方及び両側に気流を阻 
止する障害物がないこと。 

•雪のをい地方では、最高積雪面より已 Ocm 
し U 上離れる場所に、給排気筒を取り付けて 
ください。 

• 不燃物の場合でち性能維持のため、上図離 
隔距離としてください（※部は除く）。 


■給排気筒を延長ずる場合の注意 


給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲がりな下で取り付け5れる場所を選定してください。 


■積雪地区におけるま意 


積雪のをい地ちでは、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定してくだ 
さい。また、風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすこと 
びあります。 

■据付け後の確認 


•据付けが終わりました5、ちラー度、工事説明書の「ま全のために必ずお守り <ださい」 
をお読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付け5れているかどラかを確認し 
てください。給排気筒を延長設置している場合、延長長さは 3 m な下、曲がりは3箇所な 
下としてください。 

•室温サー S スタ（ルームセンサー）はス I -ーブよりがし、部屋の温度を代表でさる壁面に 
ピンなどで固定されているかを確認してください。 
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■ソフトパネルの敷設 


■ソフトパネルをソフトパネル附属の取扱説明書に従って敷設してください。 

• ソフトパネルの最大接続畳数は一系統4.已畳まで、二系統3畳+ 3畳まででず。 



•ソフトパネルには重いちの、テーブル、机などはのせないでください。 
• 寒を地では一系統4.已畳までとしてください。 

• 金属パネルを使用ずる場合は、一系統3畳までとしてください。 


■漏れ検査(水圧試験) 


•すべての接続が終了しました5、必ず漏れ検査を行い、漏れのないことを確認してください。 
■漏れ検査の条件 


検圧時間： 

試験圧力で60分 L ソ上放置して、圧力降下び 
3%じ1内とずる。 

各配管接続部に漏れがないか目視で確認する。 


床パネル 

配管 

検査圧力 

ソフトバネル 

ゴム管 

己 0 kPa (0 .已 k 目 f / d ) 


点検.その他 
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I 据付け•移設っづき 

■循環水の補給 


不凍液の割合 

• 循環水には凍結防止および腐食防止のため、必ずサンポット純正温水暖房用不凍液を使用してくださ 
い。 

他の不凍液を使用すると、配管内部に不純物が付着しス I ブの寿命が短くなることがあります。 

• 不凍液に附属のシールに給水年月日を記入し、ストーブの給水扉内側のシール貼付け欄に貼り付けて 
<ださい。 

• 不凍液の割合は、各地の凍結温度条件により選定してください。 

不凍液割合と凍結温度は不凍液の容器に記載しています。 

• 補巧は必ずサンポット純正温水暖房用補巧液を使用してください。 


不凍液の必要量 


なまえ 

容量 （ L ) 

なまえ 

容量(。 

ストーブ本体 

1.2 

ソフトパネル 

4.已置用 

3.0 

3畳用 
(左ち取付兼用) 

2.4 

ツインチューブ 
配管往復 Im 当り 

0.1 

3置用 
(正方形） 

1.9 

2置用 

1.6 


* 上記より全容量を求めて不凍液の必要量を計算します。 

全容量 X 不凍液割合=不凍液量 

(例）外気温一2□で（不凍液割合は0.8)、ソフトパネル4.已畳用敷設、配管片道全長已 m の場合 
全容量： 1.2 L (ス I — ス +3.0 L (床暖房パネル) +0.1 L (配幫 X 已 
= 1.2 + 3.0+0.5=4.7 L 
不;ま液量： 4.7 X 0.8 = 3.8 L 



• 不凍液は腐食防止のため、暖かい地域でち必ず入れてください。 

• 不凍液は蒸発しません。設置時不凍液を入れたのち蒸発で水位び下がった場合は、温水暖房用補 
充液を補給してください。 

• 循環水は温水暖房用補充液を捕給した場合、己〜7年を目安に入れ曾えてください。 

水道水を補給した場合、吕〜3年を目安に入れ替えてください。 



■不凍液は高温-高濃度で高温部にふれますと燃えますのでを意してください。 
•不凍液を万一誤って飲んだ場合にはすぐに吐かせて、医師の診断を受けてください。 


51 















■給水および エアー 抜きの方法 


>循環水の補給およびエアー抜きを次のよラに行ってください。 

1 ストーブと巧暖房パネルを接続ずる 
2 運おスイッチび「切」になっていることを確認ずる 
• 消火後のを却運輯中はエアー抜きはで去ません。 

その場合は、ス I — ブび停止してか5エアー抜さを行って 
<ださい。 

3 ストーブ背面にある往きバルブ-戻りバルブび r 開」の状態 
になっていることを確認ずる 
4 ストーブ前面の給水扉を押して、給水□を開く 
5 給水检を巧いて、循環水を水タンク r 上限 J まで入れる 
• 給水检を抜かないと、給水できません。 

6 操作部①巧暖ボタンを已秒む上巧す 

• 液晶表示部び rp-onj に切替り、2分間循揚ポンフび運転 
します。 

•吕分間水タンクの水位び「下限」 1；( 上の場合は、循環ポンプ 
び停止し、液晶表を部び現在時刻表おに戻ります。 

• この間に水タンクの水位び r 下限」(下になった場合は、 
「ピッピッピッ」音を発して循揚ポンプび停止しますので、 
再度循環水を r 上限」まで入れてください。（循環水を「下 
限」じ(上入れると r ピッピッピッ」音び停止し、自動的に循 
環ポンプの運転び開始します。） 

その後2分間水タンクの水位び「下限」 UTF にな5なけれ 
ば、循環ポンプび停止し、液晶表示部び現在時刻表おに戻 
ます。 

7 再び循環水を水タンク r 上限」まで入れる 
8 上記已の操作を再度行ラ 

• 床暖房/ ネルをよ < 振って床暖房/ くネル内のエアーを抜 
いて < ださい。 

• 循環ポンプび停止し、液晶表を部び現在時刻表示に戻れば 
エアーおさは完了です。 

9 給水检を差し込み、給水扉を閉める 


往をバルブ 





注を'戻0バルブ 
r 開」 



注さ'戻0バルブ 
r 閉」 


点検.その他 
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I 据付け•移設っづき 



■水タンクの水位び r 下限」じ TF の場合には、循環ポンプは動作しません。また、給水中に「下限」を 
下回った場合も循揚ポンプは自動的に停止します。 

給水して水位び上昇すると循揚ポンプは自動的に運聞します。 

• 給水はこぼれないよラ注意してください。 

• 給水後は必ず給水をを差し込み、扉を閉めてください。 

• 循環水は、温度び上昇しまずと膨張しまずので、水タンクの上限を越えないよう補給してください。 
• 循揚ポンプの運転中は水位は若干下びりますび、循場ポンプび停止ずると水位は戻ります。水位 
の確認は、循環ポンプび停止した状態で行ってください。 

• エアー抜さを途中で終了する場合は、いずれかのボタンを押してください。（液晶表示部び現在時 
刻表示に戻ります。） 

• 温水配管内のエアー抜をび不十分ですと、循環水の循環ずる音び大さくなることびあります。 
この場合は、再度エアー抜さを行ってください。 
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■試運転 

試運転は、販売店又は据付業ちとご一緒に必ず行ってください。 


運転準備 


運転 


1 油タンクに給油する 

(14 ページ参照） 



1 運転スイッチを巧して、「入」にする 

•運転ランプと表示部のバックライト、温度 
表示び点灯します。 

■約1□□秒予熱後、着火します。 

着火後、約1分間予備燃焼を行い、本燃 
焼へ移行します。 

本燃焼へ移行して約1分後に対流用ファ 
ンび回ります。 



3 定油面器のリセットボタンを巧ず 

。已ぺージ参照） 

• ゴム製送油管内に空気がたまっているこ 
とがありますので、ゴム製送油管を振つ 
て空気を巧いてください。 


2 巧暖房ボタンを巧す 

• 床暖房ランプが点打します。 

• 数十分後に温水配管び温まります。 


消义 


1 運転スイッチを再度巧して、「切」にずる 

■運転ランプと表示部のバックライト、温度 
表示び消灯します。 

•対流用フアンはス I ブびをえるまでの 
約1□分間回りつづけまず。 



確認 I 

•油タンクや送油管 • ゴム製送油管か5油漏れがな 
いか。 

• 置台の上などに油がこぼれていないか。 

• 温水配管か57が扇れがないか。 

• 温水配管のノ（ルプが開いているか。 


正常運転の目ま 

-正常運転の目安として44ページのよラな現 
象がないことを確認します。 



■ス I プより煙やにおいび出ることがあり 
ますが、燃焼室の塗装やパッキン類び焼け 
るためで異常ではありません。最大燃焼で 
数十分運輯すると消えますので、部屋の換 
気をしなびら試運転してください。 
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保証書(販売店様控) 


型 名 

UFH -703 SX 

★製造番号 

No . 

保証期間 

1年 


★お買い上げ日 

年月 曰 


ご住所 

★お 客 様 

お名前 


電話 ( ) 





住所-店名 



★版 

売 

店 



@ 




電話 （ 

) 



★印欄に記入の無い場合は無効となりますので、必ずお確かめください。 


販売店様へお願い 

0) 本保罰書(販売店様控)及び次のページの保証書(お客様控)の★印欄に必ず必要事項をご記入の上、本保証書は 
切り取り線より切り取り保管し、次のぺージの保証書(お客様控)は本取扱説明書とともにお客様にお渡しくださし、。 
※カーボン紙を差し込んで次のページに複写してください。 

(2 体保証書に記載したお客様の個人情報は、保罰期間内のヴービス活動及びその後の安全点検活動のため州こは 
使巧しないでください。 


修理メモ 


困サIIポ! jK なが含な 

干 02 日- 0301 岩手県花卷市北湯口第 2 地割 1 番地 2 目 
お客様相 f 炎窓口 TEL 01 98-37- 1177 


- A 切 D 取り線 ▽ 































保証書(お客様控) 


型 名 

UFH -703 SX 

★製造番号 

No . 

保証期間 

1年 


★お買い上げ日 

年月 曰 


ご住所 

★お 客 様 

お名前 


電話 ( ) 





住所-店名 



★版 

売 

店 



@ 




電話 （ 

) 



★印欄に記入の無い場合は無効となりますので、必ずお確かめください。 


く無料修理規定> 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った正常な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店が無料修理 
致しまず。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店にご依頼の上、出張修理に際して本書をご提をくだ 
さい。なお、離島及び離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には、出張に要ずる実費を申し受けます。 

3. 器具はをびしい品質管理のもとに生産しておりますが、使巧される場所や条件、又は使用ひん度等で変化ずることは避け 
5れません。従って未然にトラブルを防止し、末永く安むしてご使用いただくために、2シーズンに1回程度シーズンはじめ 
かお管する前のどち5かに(石油ふろがま、石油給湯機は1〜2年に1回程度)、専門技術者による点検整備を依頼されるこ 
とをおずすめしまず。点検整備-交換部品の費用はお客様にご負担いただをまず。 

4. ご乾居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談 < ださい。 

已.ご贈答品等で本保証書に記入してあるお買い上げの販売商こ修理がご依頼できない場合には、取扱説日月書雲面に記載の 
最寄の当社ま店-営業所にお問い合せ<ださい。 

曰.保証期間内でち次の場合には有料修理になりまず。 

(イ）使巧上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷 
(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下等による故障及び損傷 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公書や異常電圧、給水の供給事情等(石油ふろがま、石油給湯機)に 
よる故障及び損傷 

(二）指定臥外の燃料、不純燃料の使用による故障及び損傷 

(ホ）特殊使用(例えば、車両、齡舶への搭載等)に使用された場合の故障及び損傷 

(へ） 本保証書の提示がない場合 

(卜）本保証書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、或いは字句を書き替え！5れた場合 
(チ）条例等に適合しない据付工事が行われたことによる故障巧び損傷 

7. 本書は日本国内においてのみち効でず。 

8 . 本書は再発巧致しませんので、紛失しないよラに大切に保管してください。 


修理メモ 


※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものでず。従ってこの保罰書によってお客様 
の法律上の権利を制限ずるものではありませんので、保証期限経過後の修理等についてご不明な場合は、お買い上げの販売 
店または取扱説明書裏面記載の最寄の当社ま店-営業所にお問い合せぐださい。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳し <は取扱説明書をご覧 <ださい。 

※お客様にご記入いただいた保証書の控えは、保証期間内のヴービス活動、及びその後の安全点検活動のために記載内容を利 
用させていただく場合がございまずので、ご了承ください。 

困サシポ!な式含な 

干02日-0301岩手県花卷あ化湯口第2地割]香地26 
お客様相談窓 □ TEL 01 98-37- 1177 




























困サ ll ポ! jK がが含れ 


お客様相談窓 □ 〔受付時間：平日午前 9 時から午後已時まで〕 
00198-37-1177 FAX . 日 1 98-37-1 1 日 2 


札幌支店 

〒日目日•日日42 

ホし幌巿東区本町 2 条 1 0 T 目 1 ま 2 己号 

0011 -785-1 211 

FAX . 日11 -782-82 日2 

訓路営業戸斤 

〒日8日•日日已1 

訓路巿光陽町 8 蚕 1 号 

00154-22-5821 

FAX . 日1日 4-32 •の8日 

帯広営業所 

〒日8日-日日23 

帯広市西 13 条南 1 1 T 目 9 番地 

00155-22-1335 

FAX .0155-28-2266 

化川営業所 

〒日78-8の7 

脚 1 怖豊岡 7 条目 T 目目番 10 号 

00166-34-8636 

FAX .0166-39-2 157 

函館営業所 

〒日41。8日1 

函館市本通 4 T 目 17 蚕 2 日号 

巧日1：38-53-2己83 

FAX .0138-33-2 180 

仙台営業所 

干983•日日34 

仙台巿宮城野区扇町 4 T 目 2 蚕 40 号 

巧日 22-23 目-3444 

FAX .022-238-9416 

郡山営業所 

〒日の-日2日巳 

郡山市堤 2 T 目已番地 

0024-962-9288 

FAX . 日 24-9 目 2-92 目目 

青森営業所 

〒日3日•日131 

青森市問屋の 2 T 目 18 蚕 18 号 

0017-738-4141 

FAX . 日 17-738-53 日4 

秋田営業所 

〒日1日-日914 

秋田市保戸野千代田町 1 曰蚕 17 号 

0018-824-3421 

FAX . 日 18-824-3423 

岩手営業所 

〒日巧-日3日1 

巧巻市化湯□第 2 地割 1 番地 26 

00198 -37-1 138 

FAX .0198-37- 1188 

首都圏営業所 

干3が日日日1 

新座市東北 2 T 目 24 蚕 3 号 

0048-471-8420 

FAX 侧 -47 日-1141 

信越営業所 

干381•日日31 

長野市大字西尾張部 1114 番地己 

0026-252-6161 

FAX .026-252-6162 

大阪営業所 

〒己64•日日53 

吹田市江の木町 18 蚕 27 号 

巧日目.目の7.3211 

FAX .06-6337-3212 

富 山営業所干日 39-82 12富 山市掛尾町 47 日番地 4 

サンボ ッ トエンジニアリング株式会社 

巧日7日42日-2目77 

FAX .076-420-2238 

サービス部 

〒日日日•日日42 

札幌市東区本町 2 菜 1 0 T 目 1 番 25 号 

0011 -785-1 201 

FAX .011-780-2338 

青森サ-ビスセンタ- 

サンポットホ- 

〒日3日•日131 青森市問屋お 2 T 目 18 番 18 号 

-ムぺーン http :// www . sunpot . co . jp / 

任日 17-738-44 14 

FAX . 日 17-738-441 巳 


4 

V 

乳 


か 


巧 

础 

潔 

巧 

巧 

盘 

霸 


事業所名*住所-電話番号は変更することがあります。あ6かじめ了承願います。 


愛情点検 


•長年ご使用の石油暖房機の点検をぜひ！ 


口 


ご使用の際、 
こんな症!犬は 
ちりませんか？ 


参油漏れびある。 

♦排ガスのにおいがしたり、 
目びチカチカする。 

♦運転中異甫な音がずる。 
•黒煙を出して燃える。 
♦その他の異常や故障がある。 



このよラな場合、事故防止のため使用をせずス 
イッチを切りコンセントか5差し込みプラグを 
ご便用 おいて、化ずおまめの跟売店または石油機器技 

中止 術管理±や点検整備±に' 点検偃理をご相談く 

ださい。ご自分での修理はを険な場合がありま 
すから、絶巧なさらないでください。 


ご購入(据付)年月曰 

年月日 

ご購入店名 


TEL 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月日、ご購入店名を記入されると便利です。 


324000己7100己 
3216 





















